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企 画 部 企 画 課

区有施設配置の考え方について

新しい基本計画と併せて策定する区有施設整備計画については、令和２年９

月に定めた当該計画の策定の考え方に基づき、区政構造改革における「施設の再

編」の視点と併せて検討を進めているところである。

このたび、区有施設整備計画に盛り込む区有施設配置の考え方をとりまとめ

たので報告する。

１ 区有施設配置の考え方

別紙のとおり

２ 今後の予定

令和３年１月 区有施設整備計画(素案)公表

２月 意見交換会等の実施

６月 区有施設整備計画(案)公表

７月 パブリック・コメント手続の実施

８月 区有施設整備計画の策定
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区有施設整備計画策定の考え方

基本構想において描く「１０年後に目指すまちの姿」や長期にわたる都市構造の変化を見据え、区が所有する施設(道路、橋梁、公園、

及び自転車駐車場(自転車保管場所を含む)を除く。）に係る再編、整備、利活用等の計画及び施設の更新・保全の方針を示す。平成２９

年３月に策定した「中野区公共施設総合管理計画(建物編)」は、内容を一部見直した上で区有施設整備計画に組み込む。

▌計画に盛り込む予定の主な内容 ▌計画期間

○ 区有施設の現状と課題

区有施設の延床面積、築年数、用途別の割合など

○ 区有施設再編及び管理の基本方針

施設配置の考え方、民間活力の活用、更新・保全の考え方など

○ １０年後の施設配置想定と再編・整備・利活用の方向性

各施設の今後の方向性、配置及び想定スケジュールなど

○ 施設更新経費の考え方

今後２０年間の更新経費想定、区が保有する施設総量の考え方など

○ 令和３(２０２１)年度から令和１２(２０３０)年度までの１０年間

○ 新しい基本構想及び基本計画と整合を図り、社会経済情勢の動

向を見定めながら、必要に応じて見直しを行う。策定にあたっ

ては、今後概ね２０年間に想定する新築・改築・大規模改修等の

施設を対象に検討する。

２０２１
（令和３）

・・・
２０２５
（令和７）

２０２６
（令和８）

・・・
２０３０
（令和１２）

１０年間

１０年間基本構想

基本計画

区有施設

整備計画

５年間 ５年間(次期基本計画)
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※日常生活圏域はすこやか福祉センター新規整備後の５圏域、子どもについては、学校再編後の小学校２０学校区、中学校９学校区とする。

施設再編の基本的な考え方

区政構造改革における「施設の再編」では、中長期的な区有施設の適正配置を視野に入れ、区民の日常生活圏域を勘案した配置を基本

として検討を進めるほか、施設マネジメントの観点から施設の集約化や複合化、民間活力の活用、未利用地及び未利用施設の活用・処

分に取り組む。

▌区有施設の適正配置 ▌施設活用の主な手法

地理的条件、人口、交通事情その他の社会的条件を総合的に勘案

するほか、施設の用途や対象に応じて配置。

各施設について、機能(役割)と建物に分けて検討を行い、区有施

設の有効活用を図る。

日常生活圏域(すこやか福祉センター圏域
※
)を基本

すこやか福祉センター、区民活動センターなど

子どもの日常生活圏域(中学校区、小学校区
※
)を基本

小中学校、児童館、キッズ・プラザなど

区全域を対象(全ての区民対象)

区役所本庁舎、文化施設など

ニーズに応じて配置(利用者限定)

保育園、介護施設、障害者施設など

日常

子ども

全域

その他

集約化

機能が同じ複数の施設を集め

て１つの施設とする。

複合化

機能が異なる複数の施設を集

めて１つの施設とする。

長寿命化

計画的に修繕・大規模改修を行

い、建物の耐用年数を延ばす。

民間施設による代替

民間施設で機能を代替し、区

有施設を廃止。

移転・転用

空き建物や空きスペースに他

の施設の機能を移転。

施設廃止

機能を廃止。
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関連部：企画部→企画、総務部→総務、区民部→区民、子ども教育部・教育委員会事務局→子ども・教育、地域支えあい推進部→支え、健康福祉部→健康、環境部→環境、都市基盤部→基盤、まちづくり推進部→まち

（施設白書→中野区施設白書(２０１９(平成３１)年２月)の分類、現在→令和２年４月１日時点、５年後→令和７年４月１日時点、１０年後→令和１２年４月１日時点）

施設分類ごとの配置の考え方

関連部

施設分類 概ね１０年間の配置・活用の考え方

配置数(機能別)

企
画
・
総
務

区
民
・
環
境

支
え
・
健
康

基
盤
・
ま
ち

子
ど
も
・
教
育

施設白書 現在 ５年後 １０年後

●
文化施設
(文化センターほか)

文化施設
現在の配置で引き続き活用。更新期を迎えるもみじ山文化

センター西館は、今後のあり方を検討。
４ ４ ４

● 図書館 図書館

中野東図書館の開設に伴い、本町図書館及び東中野図書館

は廃止。施設更新期を迎える図書館は、今後のあり方を検

討。令和３年度に、みなみの、美鳩、中野第一の各小学校

に開設する地域開放型学校図書館は、開設後の実施状況を

検証し、今後の展開を検討。

８ １０ １０

● 歴史民俗資料館 博物館等 現在の配置で引き続き活用。 １ １ １

●

体育館

スポーツ・コミュニ

ティプラザ

スポーツ

施設
現在の配置で引き続き活用。 ４ ４ ４

● 産業系施設
産業系施

設

産業振興機能は、商工会館跡地に誘導する民間施設の一部

に移転。産業振興センター跡施設は転用。
１ １ １

● 小・中学校 学校
小中学校再編計画(第２次)に基づく再編整備を行うととも

に、学校施設の改修及び改築を進める。
３１ ２９ ２９

全域

全域

日常

全域

全域

全域

子ども
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関連部：企画部→企画、総務部→総務、区民部→区民、子ども教育部・教育委員会事務局→子ども・教育、地域支えあい推進部→支え、健康福祉部→健康、環境部→環境、都市基盤部→基盤、まちづくり推進部→まち

（施設白書→中野区施設白書(２０１９(平成３１)年２月)の分類、現在→令和２年４月１日時点、５年後→令和７年４月１日時点、１０年後→令和１２年４月１日時点）

施設分類ごとの配置の考え方

関連部

施設分類 概ね１０年間の配置・活用の考え方

配置数(機能別)

企
画
・
総
務

区
民
・
環
境

支
え
・
健
康

基
盤
・
ま
ち

子
ど
も
・
教
育

施設白書 現在 ５年後 １０年後

● 教育センター
その他教

育施設

令和３年度に子ども・若者支援センター等複合施設へ移転。

跡施設は仮設事務所として活用。
１ １ １

●
軽井沢少年自然の

家

その他教

育施設
現在の配置で引き続き活用。 １ １ １

● 保育園・保育室
保育園・

幼稚園

保育園は計画済みの民設民営化を順次行い、将来的には保

育需要や施設更新を見据え配置を検討。
１６ １０ １０

● 幼稚園
保育園・

幼稚園

ひがしなかの幼稚園は、中野東中学校跡地(旧第三中学校)

を活用して建替。かみさぎ幼稚園は、近隣用地を活用して

建替。今後の運営形態については、教育委員会で検討。

２ ２ ２

●
児童館
(ふれあいの家含む)

幼児・児

童施設

小学生の放課後の居場所として、各小学校へのキッズ・プ

ラザ、学童クラブの設置に併せ、児童館は子育て支援拠点

や地域見守り機能を強化した施設として、現行の児童館を

活用し、順次中学校区に１館の配置としていく。

１８ １１ １０

● キッズ・プラザ
幼児・児

童施設
小学校の改築等に併せて、併設施設として整備。 ９ １４ １８

● 学童クラブ
幼児・児

童施設

児童館に併設している学童クラブは、今後整備するキッ

ズ・プラザに移転。また、キッズ・プラザに併設するまで

の間、児童館の一部を学童クラブ専用の施設に転用。

２５ ２３ ２３

全域

その他

その他

その他

子ども

子ども

子ども
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関連部：企画部→企画、総務部→総務、区民部→区民、子ども教育部・教育委員会事務局→子ども・教育、地域支えあい推進部→支え、健康福祉部→健康、環境部→環境、都市基盤部→基盤、まちづくり推進部→まち

（施設白書→中野区施設白書(２０１９(平成３１)年２月)の分類、現在→令和２年４月１日時点、５年後→令和７年４月１日時点、１０年後→令和１２年４月１日時点）

※子ども・若者支援センターは分室を含め１施設で計上

施設分類ごとの配置の考え方

関連部

施設分類 概ね１０年間の配置・活用の考え方

配置数(機能別)

企
画
・
総
務

区
民
・
環
境

支
え
・
健
康

基
盤
・
ま
ち

子
ど
も
・
教
育

施設白書 現在 ５年後 １０年後

● 高齢者会館
高齢福祉

施設

現在の配置で引き続き活用。鷺宮高齢者会館は、将来的に

鷺宮小学校跡地に整備する複合施設への移転を検討。
１６ １６ １６

●
地域包括支援セン

ター

高齢福祉

施設

各日常生活圏域に２施設の設置を基本とし、すこやか福祉

センターの配置数に併せて新規整備。
８ ８ ９

●
障害福祉施設
(障害者福祉会館・福祉

作業所ほか)

障害福祉

施設

障害者福祉会館は保健所移転後跡地への移転を検討。知的

障害者生活寮は法内化を検討。また、多機能型通所施設の

新規整備を検討。他の施設は現在の配置で引き続き活用。

８ ８ ８

●
子ども・若者支援

センター
ー 令和３年度に開設。 ０ １※ １※

●
療育施設

母子生活支援施設

児童福祉

施設
現在の配置で引き続き活用。 ４ ４ ４

● 保健所 保健施設

施設更新期の到来に併せて、健康危機管理等の拠点施設と

して機能を充実させるために、教育センター跡地に整備す

る合同庁舎へ移転。跡地は、障害者福祉会館等の整備を検

討。

１ １ １

日常

日常

その他

全域

全域

全域
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関連部：企画部→企画、総務部→総務、区民部→区民、子ども教育部・教育委員会事務局→子ども・教育、地域支えあい推進部→支え、健康福祉部→健康、環境部→環境、都市基盤部→基盤、まちづくり推進部→まち

（施設白書→中野区施設白書(２０１９(平成３１)年２月)の分類、現在→令和２年４月１日時点、５年後→令和７年４月１日時点、１０年後→令和１２年４月１日時点）

施設分類ごとの配置の考え方

関連部

施設分類 概ね１０年間の配置・活用の考え方

配置数(機能別)

企
画
・
総
務

区
民
・
環
境

支
え
・
健
康

基
盤
・
ま
ち

子
ど
も
・
教
育

施設白書 現在 ５年後 １０年後

●
すこやか福祉セン

ター

その他社

会福祉施

設

日常生活圏域の５圏域への変更に併せて温暖化対策推進オ

フィス跡施設内に新規整備。北部すこやか福祉センターは

沼袋小学校跡地へ移転。鷺宮すこやか福祉センターは、将

来的に鷺宮小学校跡地に整備する複合施設への移転を検

討。他の施設は現在の配置で引き続き活用。

４ ４ ５

● 社会福祉会館
その他社

会福祉施

設

現在の配置で引き続き活用。障害者支援機能を拡充。 １ １ １

● ● 複合交流拠点 ー
産業振興センター跡施設を転用し開設を検討。中高生の交

流スペースなどを有する施設とすることも検討。
０ １ １

● 区役所本庁舎 庁舎等 令和６年度に新庁舎へ移転。跡地は再開発事業用地。 １ １ １

● 地域事務所 庁舎等
現在の配置で引き続き活用。鷺宮地域事務所は、将来的に

鷺宮小学校跡地に整備する複合施設への移転を検討。
５ ５ ５

●
区民活動センター
(分室含む)

庁舎等

新鍋横区民活動センターの整備に伴い、現在の鍋横区民活

動センター及び同センター分室は廃止。昭和区民活動セン

ターは現地建替。鷺宮区民活動センターは、将来的に鷺宮

小学校跡地に整備する複合施設への移転を検討。他の施設

は現在の配置で引き続き活用。

１９ １８ １８

日常

全域

全域

全域

全域

日常
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関連部：企画部→企画、総務部→総務、区民部→区民、子ども教育部・教育委員会事務局→子ども・教育、地域支えあい推進部→支え、健康福祉部→健康、環境部→環境、都市基盤部→基盤、まちづくり推進部→まち

（施設白書→中野区施設白書(２０１９(平成３１)年２月)の分類、現在→令和２年４月１日時点、５年後→令和７年４月１日時点、１０年後→令和１２年４月１日時点）

施設分類ごとの配置の考え方

関連部

施設分類 概ね１０年間の配置・活用の考え方

配置数(機能別)

企
画
・
総
務

区
民
・
環
境

支
え
・
健
康

基
盤
・
ま
ち

子
ど
も
・
教
育

施設白書 現在 ５年後 １０年後

●
清掃事務所・リサ

イクル展示室

その他行

政系施設
現在の配置で引き続き活用。 ３ ３ ３

● 職員研修センター
その他行

政系施設

区役所新庁舎の整備後に廃止。研修機能は、区役所新庁舎

の会議室等を活用。
１ ０ ０

●
公営住宅等
(区営住宅・福祉住宅・

まちづくり事業住宅)

公営住宅

等
現在の配置で引き続き活用。 ２６ ２６ ２６

● ●
貸付施設等
(高齢者施設・福祉作業

施設ほか)

貸付施設

等

沼袋小学校跡施設を活用した民間学童クラブは、平和の森

小学校新校舎へのキッズ・プラザ整備に伴い廃止。旧東中

野保育園を活用した民間保育園への貸付は令和６年度に

終了。その他更新期を迎える施設は、今後のあり方を検討。

１９ １８ １７

● ● ●
その他施設
(未利用施設ほか)

その他 未利用施設は貸付や売却等を検討。 １３ １８ １８

合計 ２５０ ２４５ ２４９

全域

その他

その他

その他

その他
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主な施設の配置の考え方

▌教育センター・保健所等の再編 ▌旧商工会館・産業振興センター等の再編

所管：健康福祉部 所管：区民部、子ども教育部・教育委員会事務局、地域支えあい推進部

○ 教育センター (野方１-３５-３)

令和３年度に子ども・若者支援センター等複合施設 (中央１-４１-２)

へ移転。跡施設は、区役所新庁舎の整備に併せて生活援護仮設事務所

を配置。将来的には、自立生活支援を充実させた生活援護事務所及び

保健所の合同庁舎を整備。

○ 保健所 (中野２-１７-４)

施設更新期の到来に併せて、教育センター跡地に整備する合同庁舎へ

移転。跡地は障害者福祉会館 (沼袋２-４０-１８) 等の移転・整備を検討。

○ 旧商工会館 (新井１-９-１)

土地利活用による民間整備を誘導し、一部を産業振興センターの経

営支援機能及び経済団体事務所として活用。

○ 産業振興センター (中野２-１３-１４)

経営支援機能及び経済団体事務所は、商工会館跡地に誘導する民間

施設内へ移転。跡施設は複合交流拠点に転用し、シルバー人材センタ

ー等の移転を検討。また、中高生の交流スペースなどを有する施設

とすることも検討。

再編の手法 再編の手法

移転・複合化

教育センター跡地

移転・複合化

障害者
福祉会館
＋

障害福祉
施設等

保健所・旧中部保健福祉センター跡地

民間活力活用

商工会館跡地

産業振興

センター

経営支援機能等

転用

・施設整備は民間事業者が行う

・区は用地の利活用により、財政負担を軽減

保健所
＋

生活援護
事務所

産業振興
センター機能
を含む
民間施設

複合交流

拠点

障害福祉

施設等

障害者

福祉会館

生活援護

事務所
保健所
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主な施設の配置の考え方

▌北部すこやか福祉センターの整備 ▌小・中学校の改築
所管：地域支えあい推進部、総務部 所管：子ども教育部・教育委員会事務局

○ 北部すこやか福祉センター (江古田４-３１-１０)

沼袋小学校跡地に移転・整備。移転後の跡地は売却。

○ 旧沼袋小学校 (沼袋３-１３-２)

避難所機能を含む北部すこやか福祉センター及びオープンスペース

を整備。

○ 中野第一小学校（旧向台小学校）(弥生町１-２５-１)

中野本郷小学校・第二中学校改築中の代替校舎として活用

○ 令和小学校（旧上高田小学校）(上高田５-３５-３)

第七中学校等改築中の代替校舎として活用

○ 第四中学校 (若宮１-１-１８)

明和中学校・北原小学校等改築中の代替校舎として活用

○ 旧みなみの小学校（旧新山小学校）(南台４-４-１)

南台小学校改築中の代替校舎として活用

○ 旧中野中学校（旧第九中学校）(中野１-５７-１２)

桃園第二小学校・桃花小学校等改築中の代替校舎として活用

整備の手法

整備の手法

○ 小・中学校の改築を計画

的に実施し、財政負担の平

準化を図る。

○ 改築時期の集中化を避け

るため、既存校舎は適切な

改修を計画的に進める。沼袋小学校跡地
オープンスペース

移転・複合化

売却

北部すこやか
福祉センター

＋
避難所機能

北部すこやか

福祉センター

小・中学校

小・中学校

代替校舎

現地建替

学校跡地
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主な施設の配置の考え方

▌新たな機能を備えた児童館、中高生向け施設の整備

所管：子ども教育部・教育委員会事務局

○ 新たな機能を備えた児童館

小学校の放課後の居場所として、各小学校へのキッズ・プラザ、学童

クラブの設置に併せ、児童館は子育て支援拠点や地域見守り機能を

強化した施設として、現行の児童館を活用し、順次中学校区に１館の

配置としていく。

○ 中高生向け施設

中高生の交流スペースなどの機能を有する施設の整備を検討。

児童館機能の今後の展開

現在 ▶ 今後(順次整備)

整備の手法

集約・複合化 転用

機能強化

各中学校区１館

(合計９館)

・子育て支援拠点

・地域の見守り など
新たな機能を

備えた児童館

小学校に併設キッズ・プラザ

児童館

他の児童館用途変更

整備を検討中高生向け施設

子育てひろば子育てひろば事業

新たな機能を

備えた児童館

各中学校区

１館

児童館

その他

学童クラブ

専用施設含む

一部児童館を転用学童クラブ専用施設

小学校に併設学童クラブ

中高生の

活動・交流

遊び場

乳幼児親子の

支援

学童クラブ

機能強化
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未利用施設の活用の考え方

用途廃止等により未利用となった施設・跡地は、大規模施設整備・誘導、公共施設の移転、集約化・複合化、防災まちづくり、まちづ

くり事業用地・公園等の活用のほか、貸付又は売却の検討を行う。

▌未利用施設※
※暫定利用中の施設及び今後未利用となる施設を含む。

を検討

○ 中野東中学校(旧第三中学校)(東中野５-１２-１)

○ 鷺宮小学校 (鷺宮３-３１-４)

○ 旧沼袋小学校（沼袋３-１３-２）

○ 旧中野福祉作業所 (野方１-３５-８)

を検討

※まちづくり事業

用地としての活

用検討を含む。

○ 旧北部教育相談室 (野方５-３３-７)

○ 旧鷺宮すこやか福祉センター

(旧鷺宮保健福祉センター)(鷺宮３-１８-１５)

○ 平和の森小学校 (新井３-２９-１)

○ 北部すこやか福祉センター (江古田４-３１-１０)

○ 職員研修センター (新井２-８-１３)

(児童福祉施設、

介護・障害施設)

を検討

○ 本町図書館 (本町２-１３-２)

○ 東中野図書館・旧東中野保育園(ひだまりの丘保育

園分園) (東中野１-３５-５)

○ 西中野小学校 (白鷺３-９-２)

○ 鍋横区民活動センター (本町５-４７-１３)

○ 旧西中野保育園 (白鷺３-１５-２１)

○ あさひ保育園 (上高田１-４５-８)

を検討
○ 今後未利用となる学校跡地

を検討
○ 旧商工会館 (新井１-９-１)
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この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 2,500 分の 1地形図を利用して作成したものである。（承認番号）2都市基交著第 44号

権利床等の活用の考え方

中野駅周辺の再開発に伴って区が取得する権利床等については、中野駅至近の利便性を活かした区民サービスの向上に資する活用方

法の検討を行う。

▌権利床等

○ 中野二丁目地区再開発権利床 (中野２-２４、令和６年度利用開始予定)

自転車駐車場の整備のほか、民間施設への貸付と併せて、公共貢献提

案の誘導を検討。

○ 囲町東地区再開発権利床 (中野４丁目地内、令和７年度利用開始予定)

中野駅周辺自転車駐車場整備計画(平成２９年１月策定)において再開

発施設に自転車駐車場を設けることとしており、具体的な内容につ

いて検討。

○ 中野駅新北口駅前エリア再開発権利床 (中野４丁目地内)

権利変換により保有する資産については、今後の計画・調整の過程で

公的資産の有効活用や公共施設の適正配置の観点から総合的に判断

するものとし、土地のみでの所有も視野に入れて検討。

※中野駅新北口駅前エリア再整備事業計画(令和２年１月)

○ 中野セントラルパークの賃借床 (中野４-１０-１、中野４-１０-２)

産業支援機能の転換を検討。

囲町東地区

再開発権利床

中野二丁目地区

再開発権利床

中野駅新北口駅前エリア

再開発権利床

中野セントラルパークの賃借床

中野駅


